
議 案 番 号 議　案　件　名 結　果

議 案 第 ２ 号 大田原市公平委員会委員の選任につき同意を求めることについて（滝田稔氏・新任） 同　　意

議 案 第 ３ 号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて（平野保男氏・再任） 推薦すること
に異議なし

議 案 第 ４ 号 平成２４年度大田原市一般会計予算
（総額300億7千万円・対前年度比6億7千万円・4.7％増） 原案可決

議 案 第 ５ 号 平成２４年度大田原市国民健康保険事業費特別会計予算
（総額80億1340万円・対前年度比1億7240万円・2.2％増） 原案可決

議 案 第 ６ 号 平成２４年度大田原市下水道事業特別会計予算
（総額20億7940万円・対前年度比9230万円・4.3％減） 原案可決

議 案 第 ７ 号 平成２４年度大田原市農業集落排水事業特別会計予算
（総額1億8770万円・対前年度比400万円・2.1％減） 原案可決

議 案 第 ８ 号 平成２４年度大田原市介護保険特別会計予算
（総額51億3500万円・対前年度比1億9500万円・3.9％増） 原案可決

議 案 第 ９ 号 平成２４年度大田原市子育て支援券特別会計予算
（総額1億6800万円・対前年度比6910万円・29.1％減） 原案可決

議案第１０号 平成２４年度大田原市後期高齢者医療特別会計予算
（総額5億7960万円・対前年度比7030万円・13.8％増） 原案可決

議案第１１号 平成２４年度大田原市須賀川財産区特別会計予算
（総額73万円・対前年度比47万円・39.2％減） 原案可決

議案第１２号 平成２４年度大田原市水道事業会計予算
（総額23億4914万6千円、対前年度比9489万4千円・3.9％減） 原案可決

議案第１３号 大田原市東日本大震災復興推進基金条例の制定について
（東日本大震災からの復興を図るための事業に充てる取り崩し型の基金を設置） 原案可決

議案第１４号 大田原市公共施設整備等基金条例の制定について
（被災した本庁舎等の公共施設の整備に充てるための基金を設置） 原案可決

議案第１５号 大田原市職員の懲戒の手続及び効果に関する条例及び公益的法人等への大田原市職員の派遣等に関する条
例の一部を改正する条例の制定について（シルバー人材センターが公益社団法人に移行するための改正） 原案可決

議案第１６号 大田原市特別職の職員等で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の一
部を改正する条例の制定について（建築審査会委員ほかを新たに追加するなどの改正） 原案可決

議案第１７号 大田原市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定
（新たに臨床心理士の職の追加及び組織改編に伴う担当課名等の改正） 原案可決
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平
成
二
十
四
年
第
二
回
市
議
会

定
例
会
（
三
月
定
例
会
）
は
、
去

る
三
月
六
日
（
火
）
か
ら
二
十
二
日

（
木
）
ま
で
の
十
七
日
間
を
会
期
と

し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
開
会
中
に
昨
年
の
東
日

本
大
震
災
か
ら
一
年
を
迎
え
ま
す
こ

と
か
ら
、
三
月
九
日
の
本
会
議
を
開

会
す
る
前
に
、
こ
の
大
震
災
に
よ
り

亡
く
な
ら
れ
た
方
の
ご
冥
福
を
お
祈

り
す
る
と
と
も
に
、
避
難
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
被
災
地
の
皆
様

に
平
穏
な
生
活
が
一
日
も
早
く
訪
れ

ま
す
よ
う
、
議
場
で
黙
と
う
を
捧
げ

ま
し
た
。

　

審
議
さ
れ
た
案
件
は
、
人
事
議
案

二
件
、
平
成
二
十
四
年
度
一
般
会
計

ほ
か
当
初
予
算
議
案
八
件
、
条
例
関

係
議
案
十
八
件
、
平
成
二
十
三
年
度

一
般
会
計
ほ
か
補
正
予
算
議
案
五

件
、
那
須
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合

に
か
か
る
議
案
二
件
、
指
定
管
理
者

の
指
定
議
案
一
件
、
継
続
審
査
の
陳

情
一
件
を
含
む
陳
情
四
件
及
び
議
員

案
五
件
、
合
計
で
四
十
六
件
の
審
議

を
行
い
ま
し
た
。

　

三
月
議
会
は
、
「
予
算
議
会
」
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
新
年
度
の
当
初

予
算
を
審
議
す
る
た
め
に
、
本
会
議

で
の
審
議
の
ほ
か
に
、
予
算
審
査
特

別
委
員
会
に
お
け
る
審
査
を
行
い
ま

す
。
本
特
別
委
員
会
は
、
全
議
員
が

一
堂
に
集
ま
り
、
予
算
を
審
査
す
る

全
体
会
に
加
え
、
常
任
委
員
会
が
所

管
し
て
い
る
事
項
に
つ
い
て
、
専
門

的
な
視
点
か
ら
予
算
を
審
査
す
る

分
科
会
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
。
本

議
会
で
は
こ
の
よ
う
な
手
続
き
に
よ

り
、
平
成
二
十
四
年
度
の
一
般
会
計

予
算
、
七
つ
の
特
別
会
計
予
算
及
び

水
道
事
業
会
計
予
算
に
つ
い
て
、
議

論
い
た
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
当
初
予
算
額
は
、
平

成
二
十
三
年
度
に
引
き
続
き
、
二
年

連
続
増
と
な
る
本
市
と
し
て
は
初
め

て
の
三
百
億
円
台
の
三
百
億
七
千
万

円
で
あ
り
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災

に
よ
る
影
響
や
慢
性
化
し
つ
つ
あ
る

デ
フ
レ
と
円
高
、
雇
用
情
勢
の
悪
化

な
ど
厳
し
い
社
会
経
済
情
勢
で
歳
入

面
へ
の
影
響
が
あ
る
中
、
市
税
収
入

が
減
少
と
な
り
ま
す
が
、
国
・
県
の

補
助
制
度
を
最
大
限
活
用
し
た
予
算

と
な
り
ま
し
た
。
特
別
会
計
等
の

当
初
予
算
額
を
合
わ
せ
る
と
総
額

四
百
七
十
六
億
三
千
百
八
十
三
万
六
千

円
の
予
算
に
対
し
て
、
最
終
日
に
全

会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

主
な
議
案
と
し
て
は
、
被
災
し
た

本
庁
舎
な
ど
公
共
施
設
の
整
備
に
充

て
る
た
め
の
基
金
（
基
金
額
二
億

円
）
を
設
置
す
る
た
め
の
条
例
制

定
、
か
ね
だ
保
育
園
が
民
営
化
さ
れ

た
こ
と
に
伴
う
条
例
の
改
正
な
ど
で

あ
り
ま
す
。

　

一
般
質
問
は
三
日
間
に
十
七
名
の

議
員
が
登
壇
し
、
財
政
運
営
や
防
災

対
策
な
ど
市
政
全
般
に
わ
た
り
活
発

な
や
り
取
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

議
員
案
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の

復
興
の
た
め
に
、
平
成
二
十
四
年
四

月
か
ら
一
年
間
、
議
員
の
報
酬
を

５
％
減
額
す
る
た
め
の
条
例
改
正
議

案
、
議
会
に
新
た
に
特
別
委
員
会
を

設
置
し
、
議
会
改
革
と
災
害
対
策
等

に
向
け
た
、
二
つ
の
取
組
み
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
本
号
か
ら
紙
面
充
実
に
向

け
た
取
組
み
と
し
て
、
議
案
に
対
す

る
表
決
結
果
を
議
員
一
人
ひ
と
り
一

覧
表
に
し
た
も
の
を
十
六
、
十
七

ペ
ー
ジ
に
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

平成２４年第２回大田原市議会定例会　審議された議案等と結果

平成24年
第２回一

般
会
計
予
算

    
三
百
億
七
千
万
円　

可
決

市
議
会
定
例
会


